
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶媒体を外部機器と共有して使用可能なデジタルスチルカメラにおいて、
　被写体を撮像して画像データを得る撮像手段と、
　前記画像データを所定形態で画像データファイルとして前記記憶媒体に記録する記録制
御手段と、
　前記記憶媒体に記録されている画像データファイルの再生動作を制御する再生制御手段
と、
　

、を有し、
　前記再生制御手段は、前記記憶媒体の自社機で作成したディレクトリ中の画像データフ
ァイルを再生する第１モードと、前記記憶媒体の前記自社機若しくは前記外部機器で作成
されたディレクトリ中の画像データファイルを再生する第２モードとを備えたことを特徴
とするデジタルスチルカメラ。
【請求項２】
　記憶媒体を外部機器と共有して使用可能なデジタルスチルカメラにおいて、
　被写体を撮像して画像データを得る撮像手段と、
　前記画像データを所定形態で画像データファイルとして前記記憶媒体に記録する記録制
御手段と、
　前記記憶媒体に記録されている画像データファイルの再生動作を制御する再生制御手段
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と、
　前記デジタルスチルカメラの電源投入時に、前記記憶媒体に、前記外部機器で作成した
ディレクトリが存在するか否かを検索する検索手段と、を有し、
　前記再生制御手段は、前記記憶媒体の自社機で作成したディレクトリ中の画像データフ
ァイルを再生する第１モードと、前記記憶媒体の前記自社機若しくは前記外部機器で作成
されたディレクトリ中の画像データファイルを再生する第２モードとを備えたことを特徴
とするデジタルスチルカメラ。
【請求項３】
　記憶媒体を外部機器と共有して使用可能なデジタルスチルカメラにおいて、
　被写体を撮像して画像データを得る撮像手段と、
　前記画像データを所定形態で画像データファイルとして前記記憶媒体に記録する記録制
御手段と、
　前記記憶媒体に記録されている画像データファイルの再生動作を制御する再生制御手段
と
　 記記憶媒体に、前記外部機器で作成したディレクトリが存在するか否かを検索する検
索手段と、
　前記検索手段の検索結果を報知する報知手段と、を有し、
　前記再生制御手段は、前記記憶媒体の自社機で作成したディレクトリ中の画像データフ
ァイルを再生する第１モードと、前記記憶媒体の前記自社機若しくは前記外部機器で作成
されたディレクトリ中の画像データファイルを再生する第２モードとを備えたことを特徴
とするデジタルスチルカメラ。
【請求項４】
　記憶媒体を外部機器と共有して使用可能なデジタルスチルカメラにおいて、
　被写体を撮像して画像データを得る撮像手段と、
　音声を電気信号に変換して音声データを得る音声入力手段と、
　前記画像データを所定形態で画像データファイルとして、前記音声データを所定形態で
音声データファイルとして前記記憶媒体に記録する記録制御手段と、
　前記記憶媒体に記録されている画像データファイル若しくは音声データファイルの再生
動作を制御する再生制御手段と、
　

を有し、
　前記再生制御手段は、前記記憶媒体の自社機で作成したディレクトリ中の画像データフ
ァイル若しくは音声データファイルを再生する第１モードと、前記記憶媒体の前記自社機
若しくは前記外部機器で作成されたディレクトリ中の画像データファイル若しくは音声デ
ータファイルを再生する第２モードとを備えたことを特徴とするデジタルスチルカメラ。
【請求項５】
　前記第１モードと前記第２モードとを切り換える切替手段を備えたことを特徴とする請
求項１～４のいずれか１つに記載のデジタルスチルカメラ。
【請求項６】
　前記外部機器は、他社製のデジタルスチルカメラ若しくはパーソナルコンピュータであ
ることを特徴とする請求項１～５のいずれか１つに記載のデジタルスチルカメラ。
【請求項７】
　前記記憶媒体は、ＤＯＳフォーマットがなされており、前記検索手段は、当該記憶媒体
のＤＯＳ管理領域をチェックして、前記外部機器で作成されたディレクトリが存在するか
否かを検索することを特徴とする請求項１～７のいずれか１つに記載のデジタルスチルカ
メラ。
【請求項８】
　前記報知手段は、前記検索手段の検索結果を表示部に表示することを特徴とする請求項
１～７のいずれか１つに記載のデジタルスチルカメラ。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、デジタルスチルカメラに関し、詳細には、記憶媒体を外部機器と共有して使
用可能なデジタルスチルカメラに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近時、メモリカードを用いるデジタルスチルカメラが普及している。かかるメモリカード
は同一仕様のものが、各種のコンピュータ内蔵の機器、例えば、パーソナルコンピュータ
（以下、「パソコン」と称する）等にも使用されており、メモリカードはデジタルスチル
カメラとパソコンの双方で利用されている。
【０００３】
例えば、一枚のメモリカードをデジタルスチルカメラとパソコンとで共有して使用し、あ
るメモリカードを用いて、デジタルスチルカメラで画像記録を行い、そのメモリカードの
画像情報をパソコン上で分類、整理、或いは、画像合成等の処理を行い、再度、デジタル
スチルカメラで画像を再生するといった使用もなされている。
【０００４】
上述のように、メモリカードがデジタルスチルカメラとパソコン等の双方で利用される場
合、メモリカードのフォーマットをパソコンのＤＯＳ（ DISK　 OPERATING　 SYSTEM ）に合
致させる必要がある。メモリカードの標準化規格としては、種々のものが提案されており
、デジタルスチルカメラでもその標準化メモリカードが使用されている。
【０００５】
上述したデジタルスチルカメラでは、上記したメモリカードを使用する場合に、作成した
ファイルを効率良く管理するために種々の工夫がなされている。
【０００６】
例えば、特開平５－２３３７７１号公報で開示された画像情報再生装置では、記録媒体を
画像情報再生装置以外の機器と共有可能な画像情報再生装置において、画像再生時に、操
作スイッチにより指定したメモリカード上の対応するコマのデータタファイルの属性をチ
ェックして、非画像データファイルと判断したとき、ＬＣＤ表示部に再生不能の表示を行
い、再生不能の煩わしさを避けている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記公開公報で開示された画像情報再生装置では、チェック可能なディレ
クトリ以外のところにデータが記憶されているような場合には、属性情報のチェックがで
きず、そのファイルが再生不能であるのか、また、消去しても良いファイルであるかどう
かの判断できないという問題がある。
【０００８】
例えば、他社機（他社のデジタルスチルカメラ）でも使用できる記憶媒体（例えば、ＡＴ
Ａカードなど）や、パソコン上で簡単にディレクトリの作成などができる記憶媒体を自社
機に採用した場合に、自社機で作成したディレクトリ以外にも、他社機で作成されたディ
レクトリや、パソコン等で作成されたディレクトリが存在する場合がある。その場合、通
常は、自社機で作成したディレクトリの中のファイルのみが再生可能となっていた。
【０００９】
すなわち、従来技術では、自社機で作成したディレクトリの中のファイルのみが再生可能
であるので、その記憶媒体の中に他の如何なるファイルが記憶されているのかを判断する
ことができず、記憶媒体をフォーマットする場合に、本当にフォーマットして良いのかど
うかの判断ができないという問題がある。
【００１０】
本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、他社機のデジタルスチルカメラやパソ
コン等で作成された記憶媒体のディレクトリ中のファイルの再生を行うモードを備えるこ
とにより、記憶媒体をフォーマットする際に、その判断を容易にしたデジタルスチルカメ
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ラを提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、請求項１に係るデジタルスチルカメラは
、記憶媒体を外部機器と共有して使用可能なデジタルスチルカメラにおいて、被写体を撮
像して画像データを得る撮像手段と、前記画像データを所定形態で画像データファイルと
して前記記憶媒体に記録する記録制御手段と、前記記憶媒体に記録されている画像データ
ファイルの再生動作を制御する再生制御手段と、

を有し、を有し、前記再生制御
手段は、前記記憶媒体の自社機で作成したディレクトリ中の画像データファイルを再生す
る第１モードと、前記記憶媒体の前記自社機若しくは前記外部機器で作成されたディレク
トリ中の画像データファイルを再生する第２モードとを備えた構成とした。
【００１２】
請求項１に係るデジタルスチルカメラによれば、再生制御手段は、記憶媒体の自社機若し
くは外部機器で作成されたディレクトリ中の画像データファイルを再生するモードを備え
ているので、記憶媒体の外部機器で作成されたディレクトリ中の画像データファイルを再
生することができ、操作者は、記憶媒体に如何なる画像データファイルが記録されている
かを知ることができる。その結果、記憶媒体をフォーマットする場合に、本当にフォーマ
ットして良いかを容易に判断することが可能となる。
【００１３】
また、請求項２に係るデジタルスチルカメラは、記憶媒体を外部機器と共有して使用可能
なデジタルスチルカメラにおいて、被写体を撮像して画像データを得る撮像手段と、前記
画像データを所定形態で画像データファイルとして前記記憶媒体に記録する記録制御手段
と、前記記憶媒体に記録されている画像データファイルの再生動作を制御する再生制御手
段と、前記デジタルスチルカメラの電源投入時に、前記記憶媒体に、前記外部機器で作成
したディレクトリが存在するか否かを検索する検索手段と、を有し、前記再生制御手段は
、前記記憶媒体の自社機で作成したディレクトリ中の画像データファイルを再生する第１
モードと、前記記憶媒体の前記自社機若しくは前記外部機器で作成されたディレクトリ中
の画像データファイルを再生する第２モードとを備えた構成とした。
【００１４】
請求項２に係るデジタルスチルカメラによれば、検索手段が、デジタルスチルカメラの電
源投入時に、記憶媒体に、前記外部機器で作成したディレクトリが存在するか否かを検索
し、再生制御手段は、記憶媒体の自社機若しくは外部機器で作成されたディレクトリ中の
画像データファイルを再生するモードを備えているので、記憶媒体に外部機器で作成した
ディレクトリが存在するか否かを検索して、記憶媒体の外部機器で作成されたディレクト
リ中の画像データファイルを再生することができ、操作者は、記憶媒体に如何なる画像デ
ータファイルが記録されているかを知ることができる。その結果、記憶媒体をフォーマッ
トする場合に、本当にフォーマットして良いかを容易に判断することが可能となる。
【００１５】
　請求項３に係るデジタルスチルカメラによれば、記憶媒体を外部機器と共有して使用可
能なデジタルスチルカメラにおいて、被写体を撮像して画像データを得る撮像手段と、前
記画像データを所定形態で画像データファイルとして前記記憶媒体に記録する記録制御手
段と、前記記憶媒体に記録されている画像データファイルの再生動作を制御する再生制御
手段と 記記憶媒体に、前記外部機器で作成したディレクトリが存在するか否かを検索
する検索手段と、前記検索手段の検索結果を報知する報知手段と、を有し、前記再生制御
手段は、前記記憶媒体の自社機で作成したディレクトリ中の画像データファイルを再生す
る第１モードと、前記記憶媒体の前記自社機若しくは前記外部機器で作成されたディレク
トリ中の画像データファイルを再生する第２モードとを備えた構成とした。
【００１６】
請求項３に係るデジタルスチルカメラによれば、検索手段が、デジタルスチルカメラの電
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源投入時に、記憶媒体に、前記外部機器で作成したディレクトリが存在するか否かを検索
し、報知手段は、検索手段の検索結果を報知し、再生制御手段は、記憶媒体の自社機若し
くは外部機器で作成されたディレクトリ中の画像データファイルを再生するモードを備え
ているので、記憶媒体に外部機器で作成したディレクトリが存在するか否かを検索して、
その検索結果を操作者に報知することができると共に、記憶媒体の外部機器で作成された
ディレクトリ中の画像データファイル若しくは音声データファイルを再生することができ
、操作者は、外部装置で作成されたディレクトリの存在を知ることができると共に、記憶
媒体に如何なるファイルが記録されているかを知ることができる。その結果、記憶媒体を
フォーマットする場合に、本当にフォーマットして良いかを容易に判断することが可能と
なる。
【００１７】
　また、請求項４に係るデジタルスチルカメラは、記憶媒体を外部機器と共有して使用可
能なデジタルスチルカメラにおいて、被写体を撮像して画像データを得る撮像手段と、音
声を電気信号に変換して音声データを得る音声入力手段と、前記画像データを所定形態で
画像データファイルとして、前記音声データを所定形態で音声データファイルとして前記
記憶媒体に記録する記録制御手段と、前記記憶媒体に記録されている画像データファイル
の再生動作を制御する再生制御手段と、

を有し、前記再生制御手段は、前記記憶
媒体の自社機で作成したディレクトリ中の画像データファイル若しくは音声データファイ
ルを再生する第１モードと、前記記憶媒体の前記自社機若しくは前記外部機器で作成され
たディレクトリ中の画像データファイル若しくは音声データファイルを再生する第２モー
ドとを備えた構成とした。
【００１８】
請求項４に係るデジタルスチルカメラによれば、再生制御手段は、記憶媒体の自社機若し
くは外部機器で作成されたディレクトリ中の画像データファイル若しくは音声データファ
イルを再生するモードを備えているので、記憶媒体の外部機器で作成されたディレクトリ
中の画像データファイル若しくは音声データファイルを再生することができ、操作者は、
記憶媒体に如何なる画像データファイル若しくは音声データファイルが記録されているか
を知ることができる。その結果、記憶媒体をフォーマットする場合に、本当にフォーマッ
トして良いかを容易に判断することが可能となる。
【００１９】
また、請求項５に係るデジタルスチルカメラは、請求項１～４のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、前記第１モードと前記第２モードとを切り換える切替手段を
備えた構成とした。
【００２０】
請求項５に係るデジタルスチルカメラによれば、請求項１～４のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、切替手段は、第１モードと２モードとを切り替えることとし
たので、記憶媒体の自社機で作成したディレクトリ中のファイルを再生するモードと、記
憶媒体の自社機若しくは外部機器で作成されたディレクトリ中のファイルを再生するモー
ドとを操作者が容易に切り替えることが可能となるという効果を奏する。
【００２１】
また、請求項６に係るデジタルスチルカメラは、請求項１～５のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、外部機器は、他社製のデジタルスチルカメラ若しくはパーソ
ナルコンピュータであることとした。
【００２２】
請求項６に係るデジタルスチルカメラによれば、請求項１～５のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、外部機器は、他社製のデジタルスチルカメラ若しくはパーソ
ナルコンピュータであることとしたので、他社製のデジタルスチルカメラやパーソナルコ
ンピュータで作成された記憶媒体のディレクトリ中のファイルを再生することが可能とな
る。
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【００２３】
また、請求項７に係るデジタルスチルカメラは、請求項１～６のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、前記記憶媒体は、ＤＯＳフォーマットがなされ、前記検索手
段は、当該記憶媒体のＤＯＳ管理領域をチェックして、前記外部機器で作成されたディレ
クトリが存在するか否かを検索する構成である。
【００２４】
請求項７に係るデジタルスチルカメラによれば、請求項１～６のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、記憶媒体には、ＤＯＳフォーマットがなされており、検索手
段は、記憶媒体のＤＯＳ管理領域をチェックして、外部機器で作成されたディレクトリが
存在するか否かを検索することとしたので、外部機器で作成されたディレクトリの存在を
容易に検索することが可能となる。
【００２５】
また、請求項８に係るデジタルスチルカメラは、請求項１～７のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、前記報知手段は、前記検索手段の検索結果を表示部に表示す
る構成とした。
【００２６】
請求項８に係るデジタルスチルカメラによれば、請求項１～７のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、検索手段の検索結果を表示部に表示する構成としたので、操
作者は検索結果を視認することが可能となる。
【００２７】
【発明の実施の形態】
【００２８】
以下に添付図面を参照して、この発明に係る好適な実施の形態を詳細に説明する。
【００２９】
図１はこの発明に係るデジタルスチルカメラの一実施の形態を示すブロック図である。
【００３０】
図１に示すデジタルスチルカメラは、レンズ１、オートフォーカスを含むメカ機構２、Ｃ
ＣＤ３、ＣＤＳ回路４、Ａ／Ｄ変換器５、デジタル信号処理回路６、圧縮／伸張回路７、
ＤＲＡＭ８、メモリカード９、ＬＣＤ１０、ドライバ１１、ＳＧ１２、ＣＰＵ１３、操作
部１４、ストロボ１５、マイク１６、ＡＭＰ／ＦＩＬＴＥＲ１７、Ｄ／Ａ変換器１８、音
声データ圧縮／伸張回路１９、Ａ／Ｄ変換器２０、ＡＭＰ／ＦＩＬＴＥＲ２１、及びＯＳ
Ｄ２２等により構成されている。
【００３１】
レンズユニットは、レンズ１、オートフォーカス（ＡＦ）・絞り・フィルター部を含むメ
カ機構２等からなり、メカ構２のメカニカルシャッターは２つのフィールドの同時露光を
行う。ＣＣＤ（電荷結合素子）３は、レンズユニットを介して入力した映像を電気信号（
アナログ画像データ）に変換する。ＣＤＳ（相関２重サンプリング）回路４は、ＣＣＤ型
撮像素子に対する低雑音化のための回路である。また、Ａ／Ｄ変換器５は、ＣＤＳ回路４
を介してＣＣＤ３から入力したアナログ画像データをデジタル画像データに変換する。す
なわち、ＣＣＤ３の出力信号は、ＣＤＳ回路４を通じてＡ／Ｄ変換器５で最適なサンプリ
ング周波数（例えば、ＮＴＳＣ信号のサブキャリア周波数の整数倍）にてデジタル信号に
変換される。
【００３２】
また、デジタル信号処理部６は、Ａ／Ｄ変換器５から入力した画像データを色差データと
輝度データに分けて各種処理、補正、及び画像圧縮／伸張のためのデータ処理を施す。
【００３３】
画像圧縮／伸張回路７は、例えば、ＪＰＥＧ準拠の画像圧縮／伸張の一過程である直交変
換・逆直交変換、並びに、ＪＰＥＧ準拠の画像圧縮・伸張の一過程であるハフマン符号化
・ハフマン複合化等を行う。
【００３４】
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一方、音声は、マイク１６等の音声－電気信号変換素子により電気信号に変換されて音声
データとなり、ＡＭＰ／ＦＩＬＴＥＲ１７により増幅され必要帯域にカットオフされた後
、Ｄ／Ａ変換器１８により所定帯域の２倍以上のサンプリング周波数でデジタル音声デー
タに変換される。更に、このデジタル音声データはデータ圧縮・伸張部１９により圧縮・
符号化処理される。
【００３５】
ＤＲＡＭ８は、圧縮処理された画像データを一時的に格納する。メモリカード９には、圧
縮された画像データは画像データファイルとして、圧縮された音声データは音声データフ
ァイルとしてメモリカード９に記録される。
【００３６】
また、ＬＣＤ１０には、メモリカード９に記録されている画像データに応じた画像が表示
される。また、ＬＣＤ１０には、設定されているデジタルスチルカメラの状態、例えば、
設定されているモード表示やエラー表示等が行われる。操作部１４は、機能選択、撮影指
示、及びその他の各種設定を外部から行うためのボタンを備えている。
【００３７】
ＣＰＵ１３は、操作部１４からの指示、若しくは図示しないリモコン等の外部動作指示に
応じて、図示しないＲＯＭに格納された制御プログラムに従って、デジタルスチルカメラ
の各部の動作を制御する。例えば、ＣＰＵ１３は、メモリカード９への画像データや音声
データの記録動作の制御、メモリカード９に記録されている画像データファイルや音声デ
ータファイルの再生動作の制御、及び、図７に示すディレクトリ検索処理の制御等を行う
。すなわち、ＣＰＵ１３は、記録制御手段、再生制御手段、ディレクトリ検索手段、及び
報知手段等の機能を担っている。
【００３８】
次に、デジタルスチルカメラの画像データの記録動作を説明する。先ず、レンズ１を被写
体像は、ＣＣＤ３で電気信号（アナログ画像データ）に変換された後、ＣＤＳ４を経て、
Ａ／Ｄ変換器５に入力されアナログ画像データがデジタル画像データに変換される。変換
されたデジタル画像データは、デジタル信号処理回路６で信号処理されて、ＣＰＵバスを
介してＤＲＡＭ８に格納される。ＤＲＡＭ８に格納されたデジタル画像データは、ＣＰＵ
バスを介して圧縮／伸張回路７に入力され、圧縮処理されて、再び、ＤＲＡＭ８に格納さ
れる。圧縮処理が終了すると、ＣＰＵ１３は、ＤＲＡＭ８に格納されている圧縮処理され
た画像データを、ＣＰＵバスを介してメモリカード９に所定形態で画像データファイルと
して記録する。
【００３９】
次に、デジタルスチルカメラの再生動作を説明する。操作部１４の操作により再生すべき
メモリカード９の画像データファイルが指定されると、指定された画像データファイルの
圧縮処理された画像データが読み出されて、ＤＲＡＭ８に格納される。このＤＲＡＭ８に
格納された画像データは、ＣＰＵバスを介して圧縮／伸張回路７に入力され、伸張処理さ
れて、再び、ＤＲＡＭ８に格納される。ＤＲＡＭ８に格納された伸張処理された画像デー
タは、ＣＰＵバスを介してデジタル信号処理回路６に入力され、ビデオ信号に変換されて
ＬＣＤ１０に表示される。
【００４０】
図２は、メモリカード９のフォーマットの一例を示す図である。このフォーマットは、Ｊ
ＥＩＤＡＩＣメモリカードガイドラインＶｅｒ４．１（ＰＣＭＣＩＡＲ２．０）に規定さ
れたものである。パソコン用のＤＯＳのフォーマットと同一のものとなっている。
【００４１】
メモリカード９は、図２に示す如く、アトリビュートメモリ９１と、コモンメモリ９２と
を備えている。アトリビュートメモリ９１には、デバイス種類、アクセス速度、記憶容量
等のカード属性情報が格納されている。コモンメモリ９２は、属性情報領域９３を備えて
おり、この属性情報領域９３は、データ領域９４から構成されており、このデータ領域９
４は、メモリ管理領域９５とデータファイル領域とから構成されている。

10

20

30

40

50

(7) JP 3658144 B2 2005.6.8



【００４２】
メモリ管理領域９５は、ＤＯＳ情報が格納されており、ブートセクタ領域９６と、ＦＡＴ
領域９７と、ディレクトリ領域９８から構成されている。
【００４３】
ブートセクタ領域９６には、メモリカード９からデータを読み書きする場合に必要なパラ
メータ、すなわち、ＦＡＴ（ file　 allocation　 table ）の数、ディレクトリエントリの
数等が記録される。
【００４４】
ＦＡＴ領域９７には、各ファイルのデータが記録されている状態の情報であるＦＡＴエン
トリが書き込まれる。尚、データが記録されているメモリ上の位置は、データの書き込み
単位の番号となるクラスタ番号で示されている。
【００４５】
図３は、ディレクトリエントリ領域９８に格納されるデータの構成の一例を示す図である
。
【００４６】
ディレクトリエントリ領域９８には、図３に示す如く、記録したデータのファイル名、フ
ァイル属性、予約領域、作成／更新時刻、作成更新日付、対応するファイルまたはサブデ
ィレクトリエントリの物理的位置（ＦＡＴ開始番号）と該ファイルのサイズについての情
報がそれぞれ記録されている。上記ファイル名としては、対応するものがデータファイル
であるときには、ファイルの属性情報の１つである拡張子を含むファイル名、また、対応
するものがサブディレクトリ名であるときには、ディレクトリ名が記録される。尚、デイ
レクトリにサブディレクトリが作成された場合には、そのサブディレクトリのディレクト
リエントリも書き込まれる。
【００４７】
データファイル領域９９には、画像データファイル１００、音声データファイル１０１や
、リレーショナルファイル１０２が格納される。画像データファイルは、ヘッダー（ファ
イル属性等が記録される）と画像データ（例えば、ＪＰＥＧデータ）からなり、音声デー
タファイルには、ヘッダー（ファイル属性等が記録される）と音声データ（例えば、ＡＤ
ＰＣＭデータ）からなる。リレーショナルファイル１０２は、個々の記録順番や組み合わ
せ情報を格納するファイルであり、ヘッダー（ファイル属性等が記録される）とデータ（
ファイル相互関連情報）からなる。
【００４８】
図４は、メモリカード９のディレクトリ構造の一例を示す図である。この図は、ディレク
トリエントリ領域９８のディレクトリ構造を階層表示したものである。
【００４９】
図４に示す如く、自社カメラで作成したサブディレクトリ（ＩＭＲＤＣＸ０１）と他社カ
メラ（他社製のデジタルスチルカメラ）若しくはパソコンで作成したサブディレクトリ（
ＡＢＣＤＥＦＧＨ）が形成されている。自社カメラで作成したサブディレクトリ（ＩＭＲ
ＤＣＸ０１）の下層には、ＲＩＭ００００１．ＪＰＧ、ＲＩＭ００００４．ＪＰＧ、ＲＩ
Ｍ００００１．ＪＰＧ、ＲＩＭ００００４．ＪＰＧ、・・・のファイルが作成されている
。また、他社カメラ若しくはパソコンで作成したサブディレクトリ（ＡＢＣＤＥＦＧＨ）
の下層には、ＸＸＸ００００１．ＪＰＧ、ＸＸＸ００００４．ＪＰＧ、ＸＸＸ００００１
．ＪＰＧ、ＸＸＸ００００４．ＪＰＧ、・・・のファイルが作成されている。
【００５０】
図５は、メモリカード９のディレクトリ構造の他の例を示す図である。この図は、ディレ
クトリエントリ領域９８のディレクトリ構造を階層表示したものである。
【００５１】
図５に示す如く、自社カメラで作成したサブディレクトリ（ＩＭＲＤＣＸ０１）のみが形
成されている。自社カメラで作成したサブディレクトリ（ＩＭＲＤＣＸ０１）の下層には
、ＲＩＭ００００１．ＪＰＧ、ＲＩＭ００００４．ＪＰＧ、ＲＩＭ００００１．ＪＰＧ、
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ＲＩＭ００００４．ＪＰＧ、・・・のファイルが作成されている。
【００５２】
次に、上記構成のデジタルスチルカメラの本発明に係る動作例を図６～図８に示すフロー
チャートを参照して説明する。
【００５３】
図６は、デジタルスチルカメラの本発明に係る動作例を示すフローチャートである。
図７は、ディレクトリ検索処理を示すフローチャートである。
図８は、再生処理を示すフローチャートである。
【００５４】
図６において、先ず、当該デジタルスチルカメラの電源スイッチがオンとなり、電源が供
給されると（ステップＳ１）、ステップＳ２で、ＣＰＵ１３は、メモリカード９がデジタ
ルスチルカメラに挿入されているか否かを判断する。この判断の結果、デジタルスチルカ
メラにメモリカード９が挿入されていない場合には、ＣＰＵ１３は、ＬＣＤ１０に、メモ
リカード９が挿入されていない旨を表示して、操作者に報知する。
【００５５】
メモリカード９が挿入されている場合は、処理はステップＳ３に移行し、メモリカード９
のアトリビュートメモリ９０に格納されている属性情報（カード属性情報）を読み出す。
この結果、カードが使用可能である場合には、ステップＳ４で、ＣＰＵ１３は、ディレク
トリの検索処理を実行する。
【００５６】
このディレクトリ検索処理の詳細な処理内容を図７に示すフローチャートを参照して説明
する。本処理において、「他社機」とは、外部装置のことを示しており、例えば、他社製
のデジタルスチルカメラやパーソナルコンピュータ等を示す。
【００５７】
先ず、ＣＰＵ１３は、メモリカード９のコモンメモリ９２のメモリ管理領域９５のＤＯＳ
情報を読み出す（ステップＳ１０）。この場合、ＣＰＵ１３は、ディレクトリエントリ領
域９８も読み出して、ディレクトリエントリ領域を検索して、他社機で作成したディレク
トリが存在するか否かを判断する（ステップＳ１１）。この判断の結果、他社機で作成し
たディレクトリが存在する場合には、ＣＰＵ１３は、例えば、図９に示す如く、ＯＳＤ表
示などを使い、ＬＣＤ１０に他社ディレクトリが存在する旨を表示して（ステップＳ１２
）、他社ディレクトリが存在することを操作者に報知して当該ディレクトリ検索処理を終
了する。尚、他社ディレクトリが存在することを操作者に報知するためには、表示に限ら
ず、音声で報知することにしても良い。
【００５８】
さて、図６のステップＳ５では、再生処理がおこなわれる。この再生処理の詳細な処理内
容を図８のフローチャートを参照して説明する。
【００５９】
尚、ディジタルスチルカメラ（ＣＰＵ１３）は、再生モードとして、自社機で作成したデ
ィレクトリ中のファイルのみを再生するモード１と、他社機若しくは自社機で作成したデ
ィレクトリ中のファイルも再生するモード２とを備えている。また、以下で説明する「フ
ァイル」とは、画像データファイル若しくは音声データファイルのことである。
【００６０】
図８において、先ず、ＣＰＵ１３は、再生モードの選択画面をＬＣＤ１０に表示する（ス
テップＳ２０）。ここで、他社機で作成されたディレクトリが存在する場合には、例えば
、図１０に示す如き再生モードの選択メニューが表示される。図１０では、モード１（自
社機で作成したディレクトリ中のファイルのみを再生するモード）と、モード２（他社機
で作成したディレクトリ中のファイルも再生するモード）の選択を促す選択メニューが表
示されている。
【００６１】
そして、操作者による操作部１４の入力操作により、再生モードの選択が行われる（ステ
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ップＳ２１）。ＣＰＵ１３は、モード１とモード２の何れが選択されたかを判断して（ス
テップＳ２２）、モード１が選択された場合には、再生モードとして自社ディレクトリの
中のファイルだけを再生するモード１を設定する（ステップＳ２３）。他方、モード２が
選択された場合には、他社ディレクトリの中のファイルも再生するモード２を設定する（
ステップＳ２４）。そして、ＣＰＵ１３は、操作者による操作部１４の操作により再生す
べきメモリカード９のファイルが指定されると（ステップＳ２５）、指定されたメモリカ
ード９のファイルを再生する（ステップＳ２６）。尚、ＣＰＵ１３は、モード１が設定さ
れている場合に、他社ディレクトリ中のファイルが指定された場合には、再生できない旨
をＬＣＤ１０に表示する。また、再生モードの選択をＬＣＤ１０に表示した選択メニュー
の中から選択して切り替える構成としたが、操作部１４にモード１とモード２を切り替え
るＳＷを設け、このＳＷを選択してモードを切り替える構成としても良い。
【００６２】
さて、ステップＳ２７では、ＣＰＵ１３は、操作者による操作部１４の入力操作により再
生モードの終了が指示された場合には、当該再生処理を終了し、再生モードの終了が指示
されていない場合にはステップＳ２５に戻る。
【００６３】
図１１は、自社ディレクトリ中の画像データファイルの表示例を示しており、図１１に示
す如く、ＬＣＤ１０には、画像データと、画面右上にファイル名”ＲＩＭ０００００２”
が表示されている。
【００６４】
図１２は、他社ディレクトリ中の画像データファイルの表示例を示しており、図１２に示
す如く、ＯＳＤ２２表示画面には、画像データと、画面右上にファイル名”ＸＸＸ０００
００２”と、画面右下にディレクトリ名”ＡＢＣＤＥＦＧ”が表示されている。
【００６５】
以上説明したように、本実施の形態では、ＣＰＵ１３が、デジタルスチルカメラの電源投
入時に、メモリカード９に、外部機器（他社機：例えば他社製のデジタルスチルカメラや
パソコン等）で作成したディレクトリが存在するか否かを検索し、外部機器で作成された
ディレクトリがある場合には、その旨をＬＣＤ１０に表示して操作者に報知し、また、Ｃ
ＰＵ１３は、再生モードとして、メモリカード９の自社機若しくは外部機器で作成された
ディレクトリ中のファイルを再生するモードを備えた構成である。
【００６６】
従って、メモリカード９に外部機器で作成したディレクトリが存在するか否かを検索して
、その検索結果を操作者に報知することができると共に、メモリカード９の作成されたデ
ィレクトリ中のファイルを再生することができ、操作者は、外部装置で作成されたディレ
クトリの存在を知ることができると共に、メモリカード９に如何なるファイルが記録され
ているかを知ることができる。その結果、メモリカード９をフォーマットする場合に、本
当にフォーマットして良いかを容易に判断することが可能となる。
【００６７】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１の発明によれば、再生制御手段は、記憶媒体の自社機若し
くは外部機器で作成されたディレクトリ中の画像データファイルを再生するモードを備え
ているので、記憶媒体の外部機器で作成されたディレクトリ中の画像データファイルを再
生することができ、操作者は、記憶媒体に如何なる画像データファイルが記録されている
かを知ることができる。その結果、記憶媒体をフォーマットする場合に、本当にフォーマ
ットして良いかを容易に判断することが可能なデジタルスチルカメラを提供することが可
能となる。
【００６８】
請求項２に係るデジタルスチルカメラによれば、検索手段が、デジタルスチルカメラの電
源投入時に、記憶媒体に、前記外部機器で作成したディレクトリが存在するか否かを検索
し、再生制御手段は、記憶媒体の自社機若しくは外部機器で作成されたディレクトリ中の
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画像データファイルを再生するモードを備えているので、記憶媒体に外部機器で作成した
ディレクトリが存在するか否かを検索して、記憶媒体の外部機器で作成されたディレクト
リ中の画像データファイルを再生することができ、操作者は、記憶媒体に如何なる画像デ
ータファイルが記録されているかを知ることができる。その結果、記憶媒体をフォーマッ
トする場合に、本当にフォーマットして良いかを容易に判断することが可能となる。
【００６９】
　請求項３に係るデジタルスチルカメラによれば、検索手段が、 憶媒体に、前記外部機
器で作成したディレクトリが存在するか否かを検索し、報知手段は、検索手段の検索結果
を報知し、再生制御手段は、記憶媒体の自社機若しくは外部機器で作成されたディレクト
リ中の画像データファイルを再生するモードを備えているので、記憶媒体に外部機器で作
成したディレクトリが存在するか否かを検索して、その検索結果を操作者に報知すること
ができると共に、記憶媒体の外部機器で作成されたディレクトリ中の画像データファイル
を再生することができ、操作者は、外部装置で作成されたディレクトリの存在を知ること
ができると共に、記憶媒体に如何なる画像データファイルが記録されているかを知ること
ができる。その結果、記憶媒体をフォーマットする場合に、本当にフォーマットして良い
かを容易に判断することが可能となる。
【００７０】
請求項４に係るデジタルスチルカメラによれば、再生制御手段は、記憶媒体の自社機若し
くは外部機器で作成されたディレクトリ中の画像データファイル若しくは音声データファ
イルを再生するモードを備えているので、記憶媒体の外部機器で作成されたディレクトリ
中の画像データファイル若しくは音声データファイルを再生することができ、操作者は、
記憶媒体に如何なる画像データファイル若しくは音声データファイルが記録されているか
を知ることができる。その結果、記憶媒体をフォーマットする場合に、本当にフォーマッ
トして良いかを容易に判断することが可能となる。
【００７１】
請求項５に係るデジタルスチルカメラによれば、請求項１～４のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、切替手段は、第１モードと前記第２モードとを切り替えるこ
ととしたので、記憶媒体の自社機で作成したディレクトリ中のファイルを再生するモード
と、記憶媒体の自社機若しくは外部機器で作成されたディレクトリ中のファイルを再生す
るモードとを操作者が容易に切り替えることが可能となるという効果を奏する。
【００７２】
請求項６に係るデジタルスチルカメラによれば、請求項１～５のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、外部機器は、他社製のデジタルスチルカメラ若しくはパーソ
ナルコンピュータであることとしたので、他社製のデジタルスチルカメラやパーソナルコ
ンピュータで作成された記憶媒体のディレクトリ中のファイルを再生することが可能とな
る。
【００７３】
請求項７に係るデジタルスチルカメラによれば、請求項１～６のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、記憶媒体には、ＤＯＳフォーマットがなされており、検索手
段は、記憶媒体のＤＯＳ管理領域をチェックして、外部機器で作成されたディレクトリが
存在するか否かを検索することとしたので、外部機器で作成されたディレクトリの存在を
容易に検索することが可能となる。
【００７４】
請求項８に係るデジタルスチルカメラによれば、請求項１～７のいずれか１つに係るデジ
タルスチルカメラにおいて、検索手段の検索結果を表示部に表示する構成としたので、操
作者は検索結果を視認することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明に係るデジタルスチルカメラの一実施の形態を示すブロック図である。
【図２】メモリカードのフォーマットの一例を示す図である。
【図３】メモリカードのディレクトリエントリ領域に格納されるデータの構成の一例を示
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す図である。
【図４】メモリカードのディレクトリ構造の一例を示す図である
【図５】メモリカードのディレクトリ構造の他の例を示す図である。
【図６】デジタルスチルカメラの本発明に係る動作例を示すフローチャートである。
【図７】ディレクトリ検索処理を示すフローチャートである。
【図８】再生処理を示すフローチャートである。
【図９】ディレクトリ検索結果の表示例を示す図である。
【図１０】再生モードの選択画面の表示例を示す図である。
【図１１】自社ディレクトリ中の画像データファイルの表示例を示す図である。
【図１２】他社ディレクトリ中の画像データファイルの表示例を示す図である。
【符号の説明】
１　　レンズ
２　　メカ機構
３　　ＣＣＤ
４　　ＣＤＳ回路
５　　Ａ／Ｄ変換器
６　　デジタル信号処理回路
７　　圧縮／伸張回路
８　　ＤＲＡＭ
９　　メモリカード
１０　ＬＣＤ
１１　ドライバ
１２　ＳＧ
１３　ＣＰＵ
１４　操作部
１５　ストロボ
１６　マイク
１７　ＡＭＰ／ＦＩＬＴＥＲ
１８　Ｄ／Ａ変換器
１９　音声データ圧縮／伸張回路
２０　Ａ／Ｄ変換器
２１　ＡＭＰ／ＦＩＬＴＥＲ
２２　ＯＳＤ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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